
1 
  プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
基
づ
く
経
口
抗
が
ん
薬
 

治
療
管
理
の
効
果
を
実
証
す
る
調
査
 

    

テ
レ

フ
ォ

ン
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

実
施

時
の

副
作

用
確

認
の

手
引

き
書

 

      

第
１

版
 

20
16

年
8

月
29

日
 

第
２

版
 

２
０

１
７

年
2

月
17

日
 

(東
京

医
科

歯
科

大
学

病
院

用
) 

資
料
３

 

2 
 【

は
じ

め
に

】
 

 
 

 
 

 
 

本
書
は
、
「
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
基
づ
く
経
口
抗
が
ん
薬
治
療
管
理
の
効
果
を
実
証
す
る
調
査
」
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
承
認
番
号

M
2
0
1
6
-
1
8
4
）
に
お
い
て

、
保

険
薬

局

薬
剤

師
が
在

宅
治

療
中

の
抗

が
ん
薬
治
療
患
者
に
関
し
て
テ
レ
フ
ォ
ン
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る

際
に

、
患

者
か

ら
聴

取
し

た
副

作
用

を
グ

レ
ー

ド
評

価
（

C
T
CA
E
 

v
s
4
.
0
）

し
、
そ

の
副

作
用

に
対
し
て
的
確
な
患
者
対
応
を
行
う
た
め
の
手
引
き
書
で
あ
る
。
 

本
書

は
、
施

設
間

と
保

険
薬

局
に
お
け
る
事
前
合
意
を
基
に
テ
レ
フ
ォ
ン
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
開
始

す
る
。
 

施
設

と
保
険

薬
局

と
の

合
意

さ
れ
た
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
基
づ
き
医
師
と
協
同
し
て
患
者
対
応
を
行
う

こ
と
に

関
し

て
は

、
日

本
病

院
薬

剤
師

会
が

推
奨

す
る

プ
ロ

ト
コ

ー

ル
に
基
づ
く
薬
物
治
療
管
理
（
PB
PM
）
の
概
念
に
合
致
し
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
（
医
政
発

0
4
3
0
 
第

1
 
号
）
に
お
い
て
、
実
臨
床
で
行
え
る
範
囲

で
の

行
為

と
さ

れ
て

い
る
。
 

【
対

象
薬

剤
と

対
象

と
な

る
レ

ジ
メ

ン
】

 

対
象

薬
剤
 
 
：

 
テ

ガ
フ
ー
ル
・
ギ
メ
ラ
シ
ル
・
オ
テ
ラ
シ
ル
カ
リ
ウ
ム
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

カ
ペ

シ
タ
ビ
ン
 

対
象

レ
ジ
メ

ン
：

 
テ

ガ
フ
ー
ル
・
ギ
メ
ラ
シ
ル
・
オ
テ
ラ
シ
ル
カ
リ
ウ
ム
単
剤
治
療
患
者
及
び
、

注
射
薬

剤
と

の
併

用
療

法
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

カ
ペ

シ
タ
ビ
ン
単
剤
療
法
及
び
、
注
射
薬
剤
と
の
併
用
療
法
 

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
の
対
象
レ
ジ
メ
ン

 

S
O
X
療
法
（
±
T
m
a
b
）
、
X
E
L
O
X
療
法
（
±
T
ma
b
 
ｏ
ｒ
 
±
Ｂ
Ｖ
）
 

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
支
持
療
法

 

実
臨

床
と
同

様
に

、
下

記
の

支
持
療
法
（
抗
生
剤
、
吐
き
気
止
め
、
下
痢
止
め
）
が
処
方
さ
れ
る

こ
と

を
原

則
と

す
る

。
 

ま
た

、
患
者

個
別

に
対

応
し

処
方
さ
れ
た
支
持
療
法
薬
（
抗
生
剤
、
下
痢
止
め
、
吐
き
気
止
め
）

が
処

方
さ

れ
て

い
る

場
合

は
そ

れ
に

準
じ

て
対

応
を

行
う

。
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3 
 ◎

支
持

療
法

 

3
8
℃
以
上
の
発
熱
 

：
 
レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
錠

5
0
0
ｍ
ｇ
 
１
回
１
錠
 
1
日
１
回
 
２
４
時
間
ご
と
 

吐
き

気
時
 
：
 
患

者
個
別

に
処
方
さ
れ
た
制
吐
剤
を
使
用
 
 

下
痢

時
 
：

 
ロ

ペ
ラ

ミ
ド

塩
酸
塩
錠

1
ｍ
ｇ
 

1
回

2
錠
 

 

 

 ＊
テ
レ
フ
ォ
ン
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
対
象
患
者
に
支
持
療
法
で
使
用
す
る
薬
剤
が
処
方
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
険
薬
局
薬
剤
師
が
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
＊

CT
CA

E 
Ve

r．
4.

0
に
準
拠
し
、
発
熱
時
の
薬
剤
の
使
用
は

38
℃
以
上
と
し
た
（

G
ra

de
1）

。
 

             
 

4 
 連

携
の

具
体

的
フ

ロ
ー

 
 

 
 

 
 

 

テ
レ

フ
ォ

ン
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

後
の

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

連
携

 

保
険

薬
局
薬

剤
師

よ
り

テ
レ
フ
ォ
ン
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
後
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
病
院
の
連
携
担

当
薬

剤
師
に

F
A
X
す

る
 

 

病
院

の
連
携

担
当

薬
剤

師
は

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
確
認
し
、
迅
速
な
対
応
が
必
要
な
事
項
の
な
い
こ

と
を
確

認
し

、
電

子
カ

ル
テ

へ

の
ス

キ
ャ
ナ

取
り

込
み

を
行

う
 

 

医
師

は
事
前

に
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト
を
確
認
し
、
在
宅
で
の
情
報
を
把
握
し
た
上
で
患
者
の
診
察
を
行

う
 

重
篤

な
副

作
用

が
発

現
し

て
い

た
場

合
の

連
携

 

 
 

次
ペ

ー
ジ

以
降

、
黄

色
で

示
し

た
症

状
が

認
め

ら
れ

た
場

合
の

対
応

（
T
M

D
U

場
合

）
 

保
険
薬
局
薬
剤
師
よ
り
速
や
か
に
病
院
の
担
当
薬
剤
師
に
連
絡
を
取
る
 

（
患

者
の
電
話
番
号
を
確
認
の
上
、
病
院
よ
り
連
絡
が
あ
る
こ
と
を
患
者
に

伝
え

る
）
 

 

担
当

医
師
へ

一
報

し
た

後
、
病
院
薬
剤
師
よ
り
患
者
宅
へ
電
話
連
絡
を
取
る
。
症
状
を
確
認
の
上
、
医

師
か
ら
の

指
示

を
仰

ぐ
。
病

院
薬

剤
師
は

必
要

に
応

じ
て

医
師
が
ら
の
指
示
の
伝
達
又
は
電
話
の
転
送
を
行
う
。
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5 
 ＜

消
化

管
症

状
＞

 
 

 
 

 
グ

レ
ー

ド
1 

グ
レ

ー
ド

2 
グ

レ
ー

ド
3 

用
語

の
定

義
（
注

釈
）
 

嘔
吐
 

C
TC
-
AE
 

24
時
間
に

1
-2

エ
ピ

ソ
ー

ド
の
嘔
吐
（
5

分
以

上
間
隔
が
あ

い
た

も
の
を
そ
れ

ぞ
れ

1
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
す

る
）
 

2
4
時
間
に

3
-
5
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
嘔
吐
（
5
分
以
上
間
隔
が
あ

い
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

1
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
す
る
）
 

2
4
時
間
に

6
エ

ピ
ソ

ー
ド

以
上

の
嘔

吐
（

5
分

以
上

間
隔

が
あ

い
た
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ

1
エ

ピ
ソ

ー
ド

と
す

る
）
Ｔ

Ｐ
Ｎ

ま
た

は
入
院
を
要
す
る

 

胃
内

容
が
口

か
ら

逆
流

性
に

排
出
さ

れ
る

こ
と
 

患
者

対
応
 

お
手

持
ち
の
吐
き

気
止

め
の
服
用
を

指
示
 

S
te
p
1 

お
手
持
ち
の
吐
き
気
止
め
の

服
用
を
指
示
 

お
手
持
ち
の
吐
き

気
止

め
の

服
用

を
指

示
す

る
 

 
 

S
te
p
2 

吐
き
気
止
め
の
効
果
が
な
い

場
合
 

又
は
、
 

水
分
摂
取
が
出
来
な
い
、
食

事
も
取
れ
な
い
、
腹
痛
、
頭

痛
な
ど
、
付
随
症
状
が
あ
る

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
 

・
積

極
的
な
引
水
を
促
す
 

 

 
 

 

6 
  
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

悪
心
 

C
TC
-
AE
 

摂
食

習
慣
に
影
響
の
な
い
食
欲
低
下
 

顕
著
な
体
重
減
少
、
脱
水
ま

た
は

栄
養
失
調
を
伴
わ
な
い
経
口

摂
取

量
の
減
少
 

カ
ロ

リ
ー
や

水
分

の
経

口
摂

取

が
不
十
分
;
経
管
栄
養
/
Ｔ
Ｐ
Ｎ
/

入
院

を
要
す

る
 

ム
カ

ム
カ
感

や
嘔

吐
の

衝
動
 

具
体

的
症
状
 

 
 

食
事
の
減
少
は
あ
る
も
の
の

、
食

事
や
水
分
摂
取
は
あ
る
程
度

可
 

食
事

も
取
れ

な
い

 

水
分

摂
取
も

不
十

分
 

 
 

患
者

対
応
 

お
手
持
ち
の
吐
き
気
止
め
の
服
用
を
指
示
 

S
te
p
1 

お
手
持
ち
の
吐
き
気
止
め
の

服
用

を
指
示
 

お
手

持
ち
の

吐
き

気
止

め
の

服

用
を

指
示
す

る
 

 
 

S
te
p
2 

吐
き
気
止
め
の
効
果
が
な
い

場
合

 

又
は
、
 

水
分
摂
取
が
出
来
な
い
、
食

事
も

取
れ
な
い
、
腹
痛
、
頭
痛
な

ど
、

付
随
症
状
が
あ
る
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
 

・
積

極
的
な
引
水
を
促
す
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5 
 ＜

消
化

管
症

状
＞

 
 

 
 

 
グ

レ
ー

ド
1 

グ
レ

ー
ド

2 
グ

レ
ー

ド
3 

用
語

の
定

義
（
注

釈
）
 

嘔
吐
 

C
TC
-
AE
 

24
時
間
に

1
-2

エ
ピ

ソ
ー

ド
の
嘔
吐
（
5

分
以

上
間
隔
が
あ

い
た

も
の
を
そ
れ

ぞ
れ

1
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
す

る
）
 

2
4
時
間
に

3
-
5
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
嘔
吐
（
5
分
以
上
間
隔
が
あ

い
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ

1
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
す
る
）
 

2
4
時
間
に

6
エ

ピ
ソ

ー
ド

以
上

の
嘔

吐
（

5
分

以
上

間
隔

が
あ

い
た
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ

1
エ

ピ
ソ

ー
ド

と
す

る
）
Ｔ

Ｐ
Ｎ

ま
た

は
入
院
を
要
す
る

 

胃
内

容
が
口

か
ら

逆
流

性
に

排
出
さ

れ
る

こ
と
 

患
者

対
応
 

お
手
持
ち
の
吐
き

気
止
め
の
服
用
を

指
示
 

S
te
p
1 

お
手
持
ち
の
吐
き
気
止
め
の

服
用
を
指
示
 

お
手
持
ち
の
吐
き

気
止

め
の

服
用

を
指

示
す

る
 

 
 

S
te
p
2 

吐
き
気
止
め
の
効
果
が
な
い

場
合
 

又
は
、
 

水
分
摂
取
が
出
来
な
い
、
食

事
も
取
れ
な
い
、
腹
痛
、
頭

痛
な
ど
、
付
随
症
状
が
あ
る

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
 

・
積

極
的
な
引
水
を
促
す
 

 

 
 

 

6 
  
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

悪
心
 

C
TC
-
AE
 

摂
食

習
慣
に
影
響
の
な
い
食
欲
低
下
 

顕
著
な
体
重
減
少
、
脱
水
ま

た
は

栄
養
失
調
を
伴
わ
な
い
経
口

摂
取

量
の
減
少
 

カ
ロ

リ
ー
や

水
分

の
経

口
摂

取

が
不
十
分
;
経
管
栄
養
/
Ｔ
Ｐ
Ｎ
/

入
院

を
要
す

る
 

ム
カ

ム
カ
感

や
嘔

吐
の

衝
動
 

具
体

的
症
状
 

 
 

食
事
の
減
少
は
あ
る
も
の
の

、
食

事
や
水
分
摂
取
は
あ
る
程
度

可
 

食
事

も
取
れ

な
い

 

水
分

摂
取
も

不
十

分
 

 
 

患
者

対
応
 

お
手

持
ち
の
吐
き
気
止
め
の
服
用
を
指
示
 

S
te
p
1 

お
手
持
ち
の
吐
き
気
止
め
の

服
用

を
指
示
 

お
手

持
ち
の

吐
き

気
止

め
の

服

用
を

指
示
す

る
 

 
 

S
te
p
2 

吐
き
気
止
め
の
効
果
が
な
い

場
合

 

又
は
、
 

水
分
摂
取
が
出
来
な
い
、
食

事
も

取
れ
な
い
、
腹
痛
、
頭
痛
な

ど
、

付
随
症
状
が
あ
る
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
 

・
積

極
的
な
引
水
を
促
す
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7 
  
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

食
欲

不
振

C
TC
-
AE
 

食
生

活
の
変
化
を
伴
わ
な
い
食
欲
低
下
 

顕
著
な
体
重
減
少
や
栄
養
失

調
を

伴
わ
な
い
摂
食
量
の
変
化
;
経
口

栄
養
剤
に
よ
る
補
充
を
要
す

る
 

顕
著

な
体
重

減
少

ま
た

は
栄

養

失
調

と
伴
う
（
例
：
カ

ロ
リ

ー
や

水
分

の
経
口

摂
取

が
不

十
分

）
;

静
脈
内
輸
液
/
経
管
栄
養
/
T
P
N
を

要
す

る
 

食
欲

の
低
下
 

具
体

的
症
状
 

 
 

食
事
の
減
少
は
あ
る
も
の
の

、
食

事
や
水
分
摂
取
は
あ
る
程
度

可
能

 

食
事

も
取
れ

な
い

 

水
分

摂
取
も

不
十

分
 

体
重

減
少
あ

り
（

５
～

１
０
％
減

を
目

安
）
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
 

・
食

べ
た
い
も
の
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
か
ら
食
事
を
開
始
す
る
 

・
積

極
的
な
引
水
を
促
す
 

 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

下
痢
 

C
TC
-
AE
 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
比
べ
て
＜
4
回
/
日
の
排

便
回
数
増
加
;
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
比
べ
て
人

工
肛
門
か
ら
の
排
泄
量
が
軽
度
に
増
加
 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
比
べ
て

4
-
6
回
/

日
の
排
便
回
数
増
価
;
ベ

ー
ス
ラ

イ
ン
と
比
べ
て
人
工
肛
門
か

ら
の

排
泄
量
が
中
等
度
増
加
 

ベ
ー

ス
ラ
イ

ン
と

比
べ
て

7
回

以
上
/
日
の
排
便
回
数
増
加
;
便

失
禁
;
入
院
を
要
す
る
;
ベ
ー
ス

ラ
イ

ン
と
比

べ
て

人
工

肛
門

か

ら
の

排
泄
量

が
高

度
に

増
加
：
身

の
周

り
の
日

常
生

活
動

作
の

制

限
 

頻
回

で
水
様

の
排

便
 

8 
 

具
体

的
症
状
 

水
様

便
３
回
以
下
（
ベ
ー
ス
と
比
較
）
 

ス
ト

マ
か
ら
排
出
量
が
少
し
増
え
た
 

水
様
便
３
回
以
上
（
ベ
ー
ス

と
比

較
）
又
は
立
て
続
け
の
水
様

便
 

ス
ト
マ
か
ら
排
出
量
が
増
え

、
排

出
物
を
交
換
す
る
回
数
が
増

え
た

 

水
様

便
７
回

以
上
（
ベ

ー
ス
と
比

較
）
 

ス
ト

マ
か
ら

排
出

量
が

増
え
、
排

出
物

を
交
換

す
る

回
数

が
増

え

た
 

外
出

が
出
来

な
い

、
行

動
範
囲
の

縮
小

が
あ
る

等
 

 
 

患
者

対
応
 

 
 

S
te
p
1 

ロ
ペ
ラ
ミ
ド
塩
酸
塩
２
m
g
を
服

用

し
、
２
時
間
経
過
し
て
も
下

痢
が

継
続
す
る
場
合
は
、
再
度
ロ

ペ
ラ

ミ
ド
塩
酸
塩
２
㎎
の
服
用
を

指
示

す
る
 

ロ
ペ

ラ
ミ
ド

塩
酸

塩
２

m
g
を
服

用
し
、
２

時
間
経

過
し

て
も

下
痢

が
継

続
す
る

場
合

は
、
再

度
ロ
ペ

ラ
ミ

ド
塩
酸

塩
２

㎎
の

服
用

を

指
示

す
る
 

 
 

S
te
p
2 

S
t
e
p
１
に
従
い
、
ロ
ペ
ラ
ミ
ド
塩

酸
塩
を
２
回
服
用
し
て
も
継

続
す

る
下
痢
 

 
 

下
記

①
～
⑤
が
あ
る
場
合
は
病
院
の
受
診
を
指
示
す
る
 

①
水

分
が
取
れ
な
い
、
②
下
痢
以
外
の
症
状
が
あ
る
（
腹
痛
、
吐
き
気
、
嘔

吐
、
発

熱
等
）
、
③

周
り

に
も

下
痢

の
人

が
い

る
、
④
4
8
時
間
以
内
に
生
も
の
を
食
べ
た
、
⑤
抗
菌
薬
の
服
用
を
し

て
い

る
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
水

分
を
し
っ
か
り
取
る
よ
う
に
促
す
（
電
解
質
飲
料
も
推
奨
）
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
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7 
  
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

食
欲

不
振

C
TC
-
AE
 

食
生

活
の
変
化
を
伴
わ
な
い
食
欲
低
下
 

顕
著
な
体
重
減
少
や
栄
養
失

調
を

伴
わ
な
い
摂
食
量
の
変
化

;
経
口

栄
養
剤
に
よ
る
補
充
を
要
す

る
 

顕
著

な
体
重

減
少

ま
た

は
栄

養

失
調

と
伴
う
（
例
：
カ

ロ
リ

ー
や

水
分

の
経
口

摂
取

が
不

十
分

）
;

静
脈
内
輸
液
/
経
管
栄
養
/
T
P
N
を

要
す

る
 

食
欲

の
低
下
 

具
体

的
症
状
 

 
 

食
事
の
減
少
は
あ
る
も
の
の

、
食

事
や
水
分
摂
取
は
あ
る
程
度

可
能

 

食
事

も
取
れ

な
い

 

水
分

摂
取
も

不
十

分
 

体
重

減
少
あ

り
（

５
～

１
０
％
減

を
目

安
）
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
 

・
食

べ
た
い
も
の
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
か
ら
食
事
を
開
始
す
る
 

・
積

極
的
な
引
水
を
促
す
 

 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

下
痢
 

C
TC
-
AE
 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
比
べ
て
＜
4
回
/
日
の
排

便
回
数
増
加
;
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
比
べ
て
人

工
肛
門
か
ら
の
排
泄
量
が
軽
度
に
増
加
 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
比
べ
て

4
-
6
回
/

日
の
排
便
回
数
増
価
;
ベ

ー
ス
ラ

イ
ン
と
比
べ
て
人
工
肛
門
か

ら
の

排
泄
量
が
中
等
度
増
加
 

ベ
ー

ス
ラ
イ

ン
と

比
べ
て

7
回

以
上
/
日
の
排
便
回
数
増
加
;
便

失
禁
;
入
院
を
要
す
る
;
ベ
ー
ス

ラ
イ

ン
と
比

べ
て

人
工

肛
門

か

ら
の

排
泄
量

が
高

度
に

増
加
：
身

の
周

り
の
日

常
生

活
動

作
の

制

限
 

頻
回

で
水
様

の
排

便
 

8 
 

具
体

的
症
状
 

水
様

便
３
回
以
下
（
ベ
ー
ス
と
比
較
）
 

ス
ト

マ
か
ら
排
出
量
が
少
し
増
え
た
 

水
様
便
３
回
以
上
（
ベ
ー
ス

と
比

較
）
又
は
立
て
続
け
の
水
様

便
 

ス
ト
マ
か
ら
排
出
量
が
増
え

、
排

出
物
を
交
換
す
る
回
数
が
増

え
た

 

水
様

便
７
回

以
上
（
ベ

ー
ス
と
比

較
）
 

ス
ト

マ
か
ら

排
出

量
が

増
え
、
排

出
物

を
交
換

す
る

回
数

が
増

え

た
 

外
出

が
出
来

な
い

、
行

動
範
囲
の

縮
小

が
あ
る

等
 

 
 

患
者

対
応
 

 
 

S
te
p
1 

ロ
ペ
ラ
ミ
ド
塩
酸
塩
２
m
g
を
服

用

し
、
２
時
間
経
過
し
て
も
下

痢
が

継
続
す
る
場
合
は
、
再
度
ロ

ペ
ラ

ミ
ド
塩
酸
塩
２
㎎
の
服
用
を

指
示

す
る
 

ロ
ペ

ラ
ミ
ド

塩
酸

塩
２

m
g
を
服

用
し
、
２

時
間
経

過
し

て
も

下
痢

が
継

続
す
る

場
合

は
、
再

度
ロ
ペ

ラ
ミ

ド
塩
酸

塩
２

㎎
の

服
用

を

指
示

す
る
 

 
 

S
te
p
2 

S
t
e
p
１
に
従
い
、
ロ
ペ
ラ
ミ

ド
塩

酸
塩
を
２
回
服
用
し
て
も
継

続
す

る
下
痢
 

 
 

下
記

①
～
⑤
が
あ
る
場
合
は
病
院
の
受
診
を
指
示
す
る
 

①
水

分
が
取
れ
な
い
、
②
下
痢
以
外
の
症
状
が
あ
る
（
腹
痛
、
吐
き
気
、
嘔

吐
、
発

熱
等
）
、
③

周
り

に
も

下
痢

の
人

が
い

る
、
④
4
8
時
間
以
内
に
生
も
の
を
食
べ
た
、
⑤
抗
菌
薬
の
服
用
を
し

て
い

る
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
水

分
を
し
っ
か
り
取
る
よ
う
に
促
す
（
電
解
質
飲
料
も
推
奨
）
 

・
お

粥
な
ど
消
化
の
良
い
も
の
を
選
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
促
す
 

 
 

－25－

P00-68.indd   25 2018/03/20   18:07:39



9 
 ＜

皮
膚

・
口

腔
粘

膜
症

状
＞

 
  

 
 

 
グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー

ド
３
 

用
語

の
定

義
（
注

釈
）
 

口
内

炎

（
口

腔
粘

膜
炎

）
 

C
TC
-
AE
 

症
状
が
な
い
、
ま
た
は
軽
度
の
症
状

が
あ
る
;
治
療
を
要
さ
な
い
 

中
等
度
の
疼
痛
：
経
口
摂
取

に
支

障

が
な
い
;
食
事
の
変
更
を
要
す
る

 

高
度

の
疼
痛

;
経

口
摂

取
に

支
障

が

あ
る
 

口
腔

粘
膜
の

炎
症

 

具
体

的
症
状
 

 
 

食
事
の
摂
取
は
可
能
な
も
の
の
、

刺

激
物
や
固
形
物
、
熱
い
も
の
が
摂

取

出
来
な
い
 

疼
痛

に
て
食

事
の

摂
取

が
不

可
能

 

水
分

摂
取
も

減
少

 

 
 

患
者

対
応
 

 
 

・
デ
キ
サ
ル
チ
ン
軟
膏
な
ど

の
所

持

が
あ
れ
ば
使
用
を
促
す
 

・
外
来
日
ま
で
遠
い
場
合
は

OT
C
の

使
用
に
つ
い
て
も
情
報
提
供

す
る

 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
嗽
を
行
い
、
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
 

・
刺
激
物
や
熱
い
も
の
を
避
け
、
柔
ら
か
い
も
の
を
摂
取
す
る
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

H
FS
 

C
TC
-
AE
 

疼
痛
を
伴
わ
な
い
わ
ず
か
な
皮
膚
の

変
化
ま
た
は
皮
膚
炎
（
例
：
紅
斑
、

浮
腫
、
角
質
増
殖
症
）
 

疼
痛
を
伴
う
皮
膚
の
変
化
（

例
：

角

層
剥
離
、
水
疱
、
出
欠
、
浮

腫
、

角

質
増
殖
症
）
;
身
の
周
り
以
外
の
日
常

生
活
動
作
の
制
限
 

疼
痛

を
伴
う

高
度

の
皮

膚
変

化

（
例

：
角
層

剥
離

、
水

疱
、

出
血

、

浮
腫

、
角
質

増
殖

症
）
;
身

の
周

り
の

日
常

生
活
動

作
の

制
限
 

手
掌

や
足
底

の
、
発

赤
、

著
し

い
不
快

感
、
腫

脹
、

う
ず

き
 

10
 

 

具
体

的
症
状
 

疼
痛
は
な
く
、
軽
微
な
ヒ
リ
ヒ
リ
感

や
違
和
感
が
あ
る
 

手
の
平
、
足
の
裏
が
赤
く
な
る
 

局
部
的
に
肥
厚
し
た
部
分
が
あ
る
 

疼
痛
を
伴
う
、
紅
斑
や
局
部
的
な

肥

厚
、
水
疱
な
ど
が
あ
る
 

歩
行
に
多
少
の
支
障
が
あ
る
 

家
事
が
し
づ
ら
い
、
物
を
持
ち
に

く

い
な
ど
、
日
常
に
影
響
が
あ
る
 

疼
痛

を
伴
う

、
紅

斑
や

局
部

的
な

肥

厚
、

水
疱
な

ど
を

広
範

囲
で

認
め

る

歩
行

に
障
害

が
あ

る
 

ボ
タ

ン
が
か

け
ら

れ
な

い
、

箸
が

持

て
な

い
、
入

浴
出

来
な

い
な

ど
、

日

常
の

身
近
な

こ
と

に
支

障
が

あ
る

 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
患
部
へ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
の
塗
布
を
指
示
 

・
保
湿
対
策
 

・
水
仕
事
、
刺
激
物
の
接
触
を
避
け
る
（
ゴ
ム
手
袋
の
着
用
）
な
ど

、
日
常

生
活

の
セ

ル
フ

ケ
ア

を
確

認
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9 
 ＜

皮
膚

・
口

腔
粘

膜
症

状
＞

 
  

 
 

 
グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー

ド
３
 

用
語

の
定

義
（
注

釈
）
 

口
内

炎

（
口

腔
粘

膜
炎

）
 

C
TC
-
AE
 

症
状
が
な
い
、
ま
た
は
軽
度
の
症
状

が
あ
る
;
治
療
を
要
さ
な
い
 

中
等
度
の
疼
痛
：
経
口
摂
取

に
支

障

が
な
い
;
食
事
の
変
更
を
要
す
る

 

高
度

の
疼
痛

;
経

口
摂

取
に

支
障

が

あ
る
 

口
腔

粘
膜
の

炎
症

 

具
体

的
症
状
 

 
 

食
事
の
摂
取
は
可
能
な
も
の

の
、

刺

激
物
や
固
形
物
、
熱
い
も
の

が
摂

取

出
来
な
い
 

疼
痛

に
て
食

事
の

摂
取

が
不

可
能

 

水
分

摂
取
も

減
少

 

 
 

患
者

対
応
 

 
 

・
デ
キ
サ
ル
チ
ン
軟
膏
な
ど

の
所

持

が
あ
れ
ば
使
用
を
促
す
 

・
外
来
日
ま
で
遠
い
場
合
は

OT
C
の

使
用
に
つ
い
て
も
情
報
提
供

す
る

 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
嗽
を
行
い
、
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
 

・
刺
激
物
や
熱
い
も
の
を
避
け
、
柔
ら
か
い
も
の
を
摂
取
す
る
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

H
FS
 

C
TC
-
AE
 

疼
痛
を
伴
わ
な
い
わ
ず
か
な
皮
膚
の

変
化
ま
た
は
皮
膚
炎
（
例
：
紅
斑
、

浮
腫
、
角
質
増
殖
症
）
 

疼
痛
を
伴
う
皮
膚
の
変
化
（

例
：

角

層
剥
離
、
水
疱
、
出
欠
、
浮

腫
、

角

質
増
殖
症
）
;
身
の
周
り
以
外
の
日
常

生
活
動
作
の
制
限
 

疼
痛

を
伴
う

高
度

の
皮

膚
変

化

（
例

：
角
層

剥
離

、
水

疱
、

出
血

、

浮
腫

、
角
質

増
殖

症
）
;
身

の
周

り
の

日
常

生
活
動

作
の

制
限
 

手
掌

や
足
底

の
、
発

赤
、

著
し

い
不
快

感
、
腫

脹
、

う
ず

き
 

10
 

 

具
体

的
症
状
 

疼
痛
は
な
く
、
軽
微
な
ヒ
リ
ヒ
リ
感

や
違
和
感
が
あ
る
 

手
の
平
、
足
の
裏
が
赤
く
な
る
 

局
部
的
に
肥
厚
し
た
部
分
が
あ
る
 

疼
痛
を
伴
う
、
紅
斑
や
局
部
的
な

肥

厚
、
水
疱
な
ど
が
あ
る
 

歩
行
に
多
少
の
支
障
が
あ
る
 

家
事
が
し
づ
ら
い
、
物
を
持
ち
に

く

い
な
ど
、
日
常
に
影
響
が
あ
る
 

疼
痛

を
伴
う

、
紅

斑
や

局
部

的
な

肥

厚
、

水
疱
な

ど
を

広
範

囲
で

認
め

る

歩
行

に
障
害

が
あ

る
 

ボ
タ

ン
が
か

け
ら

れ
な

い
、

箸
が

持

て
な

い
、
入

浴
出

来
な

い
な

ど
、

日

常
の

身
近
な

こ
と

に
支

障
が

あ
る

 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
患
部
へ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
の
塗
布
を
指
示
 

・
保
湿
対
策
 

・
水
仕
事
、
刺
激
物
の
接
触
を
避
け
る
（
ゴ
ム
手
袋
の
着
用
）
な
ど

、
日
常

生
活

の
セ

ル
フ

ケ
ア

を
確

認
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 ＜
そ

の
他

＞
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

疲
労
 

C
TC
-
AE
 

休
息
に
よ
り
軽
快
す
る
疲
労
 

休
息
に
よ
り
軽
快
し
な
い
疲

労
；
身

の
周
り
以
外
の
日
常
生
活
動

作
の

制
限
 

休
息

に
よ
り

軽
快

し
な

い
疲

労
；
身

の
周

り
の
日

常
生

活
動

作
の

制
限

 

日
常

生
活
の

遂
行

に
十

分
な

エ
ネ
ル

ギ
ー

が
明

ら
か

に
不
足

し
、

全
身

的
に

弱
く
な

っ
た

状
態
 

具
体

的
症
状
 

何
を
す
る
に
も
気
力
が
な
い
 

安
静
に
す
れ
ば
回
復
 

日
常
生
活
に
は
支
障
が
出
て
い
な

い
 

家
で
寝
て
い
る
こ
と
が
増
え
た
 

仕
事
に
支
障
が
あ
る
 

家
事
な
ど
、
日
常
に
行
っ
て
い
る

こ

と
に
支
障
あ
り
、
買
い
物
な
ど
に

も

行
け
な
く
な
っ
て
い
る
 

食
事

、
入
浴

、
着

替
え

な
ど

が
出

来

な
く

な
っ
て

い
る

 

 
 

患
者

対
応
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

･
無
理
を
せ
ず
に
安
静
に
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

流
涙
 

C
TC
-
AE
 

治
療
を
要
さ
な
い
 

治
療
を
要
す
る
 

外
科

的
治
療

を
要

す
る
 

過
度

の
流
涙

。
涙

液
の

過
剰

産
生
ま

た
は

涙
管

の
排

液
障
害

に
よ

る
 

具
体

的
症
状
 
 

 
点
眼
液
を
必
要
と
す
る
 

 
 

 
 

患
者

対
応
 

 
 

 
 

 
 

 
 

12
 

 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

 
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

皮
膚

色
素
過

剰

（
色

素
沈
着

）

 
CT
C-
A
E 

体
表
面
積
≦
1
0
％
以
上
を
占
め
る

色
素
沈
着
;
社
会
心
理
学
的
な
影
響

は
な
い
 

体
表
面
積
＞
1
0
％
を
占
め
る
色
素

沈
着
;
社
会
心
理
学
的
影
響
を
伴

う

 
 

メ
ラ

ニ
ン
の

過
剰

に
よ

る
皮

膚
色
素

沈
着

 

患
者

対
応
 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
直
射
日
光
を
避
け
る
 

・
肌
に
優
し
い
日
焼
け
止
の
塗
布
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

末
梢
神
経
障
害

 
CT
C
-
A
E
 

症
状
が
な
い
;
深
部
腱
反
射
の
低
下

ま
た
は
知
覚
異
常
 

中
等
度
の
症
状
が
あ
る
；
身

の
周

り

以
外
の
日
常
生
活
動
作
の
制

限
 

高
度

の
症
状

が
あ

る
；
身

の
周
り

の

日
常

生
活
動

作
の

制
限
 

末
梢

知
覚
神

経
の

炎
症

ま
た

は
変
性
 

 
具

体
的

症
状
 

 
歩
行
に
多
少
の
支
障
が
あ
る

、
家

事

が
し
づ
ら
い
、
物
を
持
ち
に

く
い

な

ど
、
日
常
に
影
響
が
あ
る
 

ボ
タ

ン
が
か

け
ら

れ
な

い
、
箸
が

持

て
な

い
、
入

浴
出

来
な

い
な

ど
、
日

常
の

身
近
な

こ
と

に
支

障
が

あ
る

 

 

 
患

者
対

応
 

 
 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
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11
 

 ＜
そ

の
他

＞
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

疲
労
 

C
TC
-
AE
 

休
息
に
よ
り
軽
快
す
る
疲
労
 

休
息
に
よ
り
軽
快
し
な
い
疲
労
；
身

の
周
り
以
外
の
日
常
生
活
動
作
の

制
限
 

休
息

に
よ
り

軽
快

し
な

い
疲

労
；
身

の
周

り
の
日

常
生

活
動

作
の

制
限

 

日
常

生
活
の

遂
行

に
十

分
な

エ
ネ
ル

ギ
ー

が
明

ら
か

に
不
足

し
、

全
身

的
に

弱
く
な

っ
た

状
態
 

具
体

的
症
状
 

何
を
す
る
に
も
気
力
が
な
い
 

安
静
に
す
れ
ば
回
復
 

日
常
生
活
に
は
支
障
が
出
て
い
な

い
 

家
で
寝
て
い
る
こ
と
が
増
え
た
 

仕
事
に
支
障
が
あ
る
 

家
事
な
ど
、
日
常
に
行
っ
て
い
る

こ

と
に
支
障
あ
り
、
買
い
物
な
ど
に

も

行
け
な
く
な
っ
て
い
る
 

食
事

、
入
浴

、
着

替
え

な
ど

が
出

来

な
く

な
っ
て

い
る

 

 
 

患
者

対
応
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

･
無
理
を
せ
ず
に
安
静
に
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

流
涙
 

C
TC
-
AE
 

治
療
を
要
さ
な
い
 

治
療
を
要
す
る
 

外
科

的
治
療

を
要

す
る
 

過
度

の
流
涙

。
涙

液
の

過
剰

産
生
ま

た
は

涙
管

の
排

液
障
害

に
よ

る
 

具
体

的
症
状
 
 

 
点
眼
液
を
必
要
と
す
る
 

 
 

 
 

患
者

対
応
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一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

 
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

皮
膚

色
素
過

剰

（
色

素
沈
着

）

 
CT
C-
A
E 

体
表
面
積
≦
1
0
％
以
上
を
占
め
る

色
素
沈
着
;
社
会
心
理
学
的
な
影
響

は
な
い
 

体
表
面
積
＞
1
0
％
を
占
め
る
色
素

沈
着
;
社
会
心
理
学
的
影
響

を
伴

う

 
 

メ
ラ

ニ
ン
の

過
剰

に
よ

る
皮

膚
色
素

沈
着

 

患
者

対
応
 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
直
射
日
光
を
避
け
る
 

・
肌
に
優
し
い
日
焼
け
止
の
塗
布
 

 
 

 
 

 
 

グ
レ
ー
ド

1 
グ
レ
ー
ド

2 
グ

レ
ー
ド

3 
用

語
の

定
義

（
注

釈
）
 

末
梢
神
経
障
害

 
CT
C
-
A
E
 

症
状
が
な
い
;
深
部
腱
反
射
の
低
下

ま
た
は
知
覚
異
常
 

中
等
度
の
症
状
が
あ
る
；
身

の
周

り

以
外
の
日
常
生
活
動
作
の
制

限
 

高
度

の
症
状

が
あ

る
；
身

の
周
り

の

日
常

生
活
動

作
の

制
限
 

末
梢

知
覚
神

経
の

炎
症

ま
た

は
変
性
 

 
具

体
的

症
状
 

 
歩
行
に
多
少
の
支
障
が
あ
る
、
家

事

が
し
づ
ら
い
、
物
を
持
ち
に
く
い

な

ど
、
日
常
に
影
響
が
あ
る
 

ボ
タ

ン
が
か

け
ら

れ
な

い
、
箸
が

持

て
な

い
、
入

浴
出

来
な

い
な

ど
、
日

常
の

身
近
な

こ
と

に
支

障
が

あ
る

 

 

 
患

者
対

応
 

 
 

 
 

 
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
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 ＜
緊

急
を

要
す

る
症

状
＞

 
 
 

3
8
℃

以
上
の

発
熱
 

・
3
8
℃

の
発

熱
時
は
病
院
へ
連
絡
す
る
様
に
医
師
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
 

・
発

熱
時
以

外
に
、
下
記
の
症
状
が
あ
る
 

 
 
①

め
ま

い
ふ
ら
つ
き
が
あ
る
 

 
 
②

息
苦

し
さ
が
あ
る
 

 
 
③

嘔
吐

、
下
痢
が
続
い
て
い
る
 

 
 
④

強
い

倦
怠
感
 

 
 
⑤

イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
感
染
し
て
い
る
人
が
周
囲
に
い
る
 

 
 

発
熱
の
み
 

レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
錠

50
0m
g
の
服
用
を
指
示
す
る
 

解
熱

し
て
も

、
レ

ボ
フ

ロ
キ

サ
シ

ン
錠

は
最

後
ま

で
飲

み
き

る
 

３
日

以
内
に

38
℃

未
満

に
な
ら

な
い

場
合

は
病

院
へ

連
絡
 

一
般

的
ア
ド

バ
イ

ス
 

・
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
を
所
持
し
て
い
る
場
合
は
、
レ
ボ
フ
ロ
キ

サ
シ
ン

よ
り

も
先

行
し

て
服

用
す

る
事

を
避

け
る
 

・
レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
錠
は
発
熱
し
た
時
点
で
服
用
し
、
次
の
日
か

ら
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東京医科歯科大学医学部附属病院　御中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告日：　　　　年　　　　月　　　　日（　　）

聞き取り日：H　　  年　　 月　　 日 (    )　　　　　時　　　分～　　　時　　　分　　　　　担当薬剤師名（薬局）：

対応者：　□本人　　□家族

服用期間：　　月　　日　　（　　）～ 　　月　　日　　（　　）  /　休薬期間：　　月　　日　　（　　）～ 　　月　　日　　（　　）

アドヒアランス：□良　 　□不良 （ 飲み忘れ回数　　　回　　その他 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

有害事象 未確認 無 有 ・ グレード 備考・指導内容

HFS
（手足症候群）

支持療法　：　□ 軟膏の塗布を指示した　　□軟膏の適正使用について再度説明した
※手・足の裏をしっかり確認、HFS対策、セルフケアなど

口内炎

※含嗽水（アズノールなど）使用法、口腔ケア指導など

下痢

頻度：　　　　回/日
ロペラミド内服頻度：　　　回/日　残数：　　　Cap
支持療法　： □下痢止めの服用を指示した　□下痢止めの服用について再度説明した
※飲水、食事指導、ロペラミドの服用法についてなど

悪心（吐き気）

※悪心対策の指導

嘔吐

嘔吐頻度： 　　 　回/日
吐き気止めの服用状況、水分の摂り方など
支持療法　：　□ 吐き気止めの服用を指示した　　□吐き気止めの服用について再度説明した
※嘔吐対策の指導

食欲不振

食事摂取量　　　　　％　（S-1開始前と比較）
体重減少（現在のクール開始日より－　　　kg）
※食事の摂り方の指導

浮腫
体重増加（＋　　　kg　：浮腫前と比較）

全身倦怠感
（だるさ）

□日常生活には影響がない　　　□日常生活に支障が出ている
※日常生活に支障が出ている場合はホットライン

その他
身体症状
指導内容

※グレード評価はCTCAE ver4.0に基づいて行っています。

病院記載欄　：　□FAX受付内容チェック済　　　担当薬剤師名（病院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□便秘：（G　　　）・無　　□味覚異常：（G　　　）・無　　□浮腫：（G　　　）・無
□呼吸苦（有・無）　□空咳（有・無）　□息切れ（有・無）

＜注意＞緊急性のある情報提供に関しては外来化学療法室への直通電話（ホットライン）を利用させていただきます。

保険薬局 → 薬剤部 → 主治医

                                          服薬情報提供書 （ トレーシングレポート ）　            　　　　≪ ゼローダ ≫

担当医　　　　　　　　　科　　　　　　　　　　　　　　　御机下　　　　　　　                   　　　　  保険薬局　名称・所在地

患者ID：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　東京都○○区○○－〇　△△薬局○○店
患者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：03-0000-0000　/　FAX：03-0000-0000
生年月日：

下記の通りお薬サポートダイアルを行いましたのでご報告致します。ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

□薬局から患者へ連絡　　　　　　□患者から薬局へ連絡（ 問い合わせ ）  　　　    □投薬時

レジメン：

資料４ 
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